

拝啓　陽春の候、ますますご清祥の趣、大慶に存じ上げます。


さて、私儀、　　月　　日付をもってＫ大学を定年退官いたしました。


この　　年間、大学教官としての責務を全うできましたのも、ひとえに皆様のご支援の賜物と深謝申し上げます。


退官後は週の半分はＺ大学へ講義に、あとの半分は私の長年のテーマをさらに深めるため、研究生活を続ける所存でございます。


右、略儀ながら書面をもちまして、御礼かたがたご挨拶申し上げます。


敬具





　年　月　日








〒一二三-四五六七


東京都板橋区新玉町一‐二‐三


電話 〇三‐一二三四‐五六七八








真山 学









